
伊 丹 市 生 活 困 窮 者 家 計 改 善 支 援 事 業 実 施 要 綱  

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は ， 生 活 困 窮 者 自 立 支 援 法 （ 平 成 ２ ５ 年 法 律 第 １

０ ５ 号 。以 下「 法 」と い う 。）第 ７ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 生 活 困 窮 者

家 計 改 善 支 援 事 業（ 以 下「 事 業 」と い う 。）の 実 施 に つ い て ，法 及

び 生 活 困 窮 者 自 立 支 援 法 施 行 規 則 （ 平 成 ２ ７ 年 厚 生 労 働 省 令 第 １

６ 号 。以 下「 施 行 規 則 」と い う 。）に 定 め る も の の ほ か ，必 要 な 事

項 を 定 め る も の と す る 。  

（ 事 業 の 目 的 ）  

第 ２ 条  本 事 業 は ， 法 第 ３ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 生 活 困 窮 者 （ 以 下 単

に「 生 活 困 窮 者 」と い う 。）の う ち ，適 正 な 金 銭 管 理 を 行 う こ と が

で き ず ， 生 計 維 持 に 困 難 が 生 じ て い る 者 に 対 し て 家 計 改 善 支 援 を

実 施 し ， 家 計 の 状 況 を 具 体 的 に 把 握 す る こ と で 家 計 に 関 す る 問 題

の 背 景 に あ る 根 源 的 な 課 題 を 捉 え ，そ の 課 題 を 解 決 す る と と も に ，

自 分 自 身 で 金 銭 管 理 を 行 う 力 を 身 に つ け ， 将 来 に わ た り 自 立 し た

生 活 を 地 域 等 で 送 る こ と が で き る よ う に な る こ と を 目 的 と す る 。  

（ 実 施 主 体 ）  

第 ３ 条  事 業 の 実 施 主 体 は ， 伊 丹 市 と す る 。 た だ し ， 事 業 を 適 切 ，

公 正 ， 中 立 か つ 効 率 的 に 実 施 す る こ と が で き る 者 で あ っ て ， 社 会

福 祉 法 人 ， 一 般 社 団 法 人 若 し く は 一 般 財 団 法 人 又 は 特 定 非 営 利 活

動 法 人 そ の 他 福 祉 事 務 所 長 が 適 当 と 認 め る 者 に ， 事 業 の 全 部 又 は

一 部 を 委 託 し て 実 施 す る こ と が で き る 。（市 が 直 接 行 う こ と と さ れ

て い る 事 務 を 除 く 。）  

（ 対 象 者 ）  

第 ４ 条  事 業 の 対 象 と な る 者（ 以 下「 対 象 者 」と い う 。）は 市 内 に 居

住 し て い る 生 活 困 窮 者 で あ っ て ， 次 の 各 号 の 全 て に 該 当 す る 者 と

す る 。  

⑴   伊 丹 市 く ら し ・ 相 談 サ ポ ー ト セ ン タ ー （ 以 下 「 セ ン タ ー 」 と

い う 。） に お い て 法 第 ３ 条 第 ２ 項 の 規 定 に 基 づ く 生 活 困 窮 者 自  

立 相 談 支 援 事 業 を 利 用 し て い る 者  



 ⑵  本 事 業 を 利 用 す る 意 思 が あ る 者  

 ⑶  家 計 に お い て 課 題 を 抱 え る 者 で ， 事 業 に よ る 支 援 を 受 け る こ

と が 適 当 と 福 祉 事 務 所 長 が 認 め る 者  

（ 事 業 内 容 ）  

第 ５ 条  事 業 の 内 容 は ， 次 に 掲 げ る と お り と す る 。  

 ⑴  複 合 的 な 問 題 を 抱 え る 生 活 困 窮 者 の 早 期 把 握 に 向 け て ， 各 関

係 機 関 と 連 携 体 制 を 構 築 し ，積 極 的 な ア ウ ト リ ー チ（ 訪 問 支 援 ）

を 行 う こ と 。  

 ⑵  家 計 収 支 の 均 衡 が 取 れ て い な い な ど ， 家 計 に 問 題 を 抱 え る 対

象 者 か ら の 相 談 に 応 じ ， 対 象 者 と と も に 家 計 状 況 を 明 ら か に し

て 生 活 再 生 へ の 意 欲 を 引 き 出 す こ と 。  

 ⑶  対 象 者 へ の ア セ ス メ ン ト （ 家 計 診 断 ） か ら 必 要 な 情 報 提 供 や

専 門 的 な 助 言 ， 指 導 等 を 行 う こ と に よ り ， 対 象 者 自 身 の 家 計 管

理 能 力 を 高 め ， 早 期 の 生 活 再 生 を 促 す こ と 。  

 ⑷  対 象 者 の 個 々 の 状 況 に 応 じ ， 対 象 者 と と も に 家 計 支 援 計 画 の

作 成 を 行 い ， 定 期 的 な 見 直 し を 行 う こ と 。  

 ⑸  必 要 に 応 じ て 債 務 整 理 や 成 年 後 見 制 度 等 を 実 施 す る 支 援 機 関

若 し く は 社 会 保 障 制 度 や 公 租 公 課 に 関 す る 給 付 及 び 減 免 等 の 制

度 窓 口 を 紹 介 し ， こ れ ら 機 関 と の 情 報 共 有 及 び 調 整 等 を 行 う こ

と 。  

（ 支 援 の 実 施 期 間 ）  

第 ６ 条  支 援 の 実 施 期 間 は 原 則 １ 年 間 と す る 。 た だ し ， 対 象 者 が 引  

き 続 き 本 事 業 の 利 用 を 希 望 し ， 福 祉 事 務 所 長 が 必 要 と 認 め る 場 合  

は こ の 限 り で は な い 。  

（ 職 員 配 置 ）  

第 ７ 条  事 業 の 実 施 に 当 た っ て ， 家 計 改 善 支 援 を 行 う 常 勤 職 員 （ 以  

下 「 家 計 改 善 支 援 員 」 と い う 。） を １ 名 以 上 配 置 す る も の と す る 。 

た だ し ， 生 活 保 護 制 度 に お け る 類 似 事 業 と 一 体 化 実 施 を 行 う 場 合  

は ， 当 該 事 業 と の 兼 務 を 行 っ て も 差 し 支 え な い も の と す る 。  

２  家 計 改 善 支 援 員 は ， 原 則 と し て 厚 生 労 働 省 が 指 定 す る 研 修 を



受 講 済 み 又 は 受 講 予 定 の 者 と し ， か つ 次 の い ず れ か に 該 当 す る

者 で あ る こ と と す る 。  

 ⑴  フ ァ イ ナ ン シ ャ ル プ ラ ン ナ ー の 資 格 を 有 す る 者  

 ⑵  消 費 生 活 専 門 相 談 員 ， 消 費 生 活 ア ド バ イ ザ ー 又 は 消 費 生 活 コ

ン サ ル タ ン ト の 資 格 を 有 す る 者  

 ⑶  金 融 機 関 に お い て 勤 務 経 験 を 有 す る 者  

 ⑷  社 会 福 祉 士 の 資 格 を 有 す る 者  

 ⑸  社 会 保 険 労 務 士 の 資 格 を 有 す る 者  

 ⑹  そ の 他 前 各 号 に 掲 げ る 者 と 同 等 の 能 力 又 は 実 務 経 験 を 有 す る

者  

（ 支 援 実 施 手 順 ）  

第 ８ 条  家 計 改 善 支 援 員 は ， 対 象 者 か ら の 事 業 利 用 申 し 込 み を 受 け

て ,自 立 相 談 支 援 事 業 を 実 施 す る 機 関 （ 以 下 「 自 立 相 談 支 援 機 関 」

と い う 。）に お い て 作 成 さ れ 支 援 調 整 会 議 に よ り 決 定 さ れ た 支 援 計

画（ 以 下「 プ ラ ン 」と い う 。）に ，本 事 業 の 利 用 が 盛 り 込 ま れ て い

た 場 合 ，対 象 者 へ の 家 計 改 善 支 援 に つ い て 以 下 の 手 順 で 実 施 す る 。 

⑴   家 計 改 善 支 援 員 は プ ラ ン を 受 け ，ア セ ス メ ン ト に よ り 対 象 者

が 抱 え る 課 題 の 分 析 及 び 把 握 を 行 い ，支 援 の 方 向 性 を 検 討 す る

も の と す る 。  

⑵   前 号 の 手 順 を 受 け ，家 計 改 善 支 援 員 は 支 援 目 標 及 び 支 援 内 容

の 設 定 を 行 い ，自 立 相 談 支 援 機 関 が 作 成 し た プ ラ ン と は 別 に 家

計 支 援 計 画（ 以 下「 支 援 計 画 」と い う 。）を 作 成 の 上 ，当 該 内 容

を 対 象 者 に 提 示 し 同 意 を 得 る も の と す る 。  

⑶   家 計 改 善 支 援 員 は 前 号 プ ラ ン 及 び 支 援 計 画 に 基 づ き ，対 象 者

に 対 し て 第 ５ 条 第 １ 項 ⑴ ～ ⑸ の 支 援 を 行 う も の と す る 。  

（ 支 援 の 評 価 ）  

第 ９ 条  家 計 改 善 支 援 員 は ， 支 援 経 過 の 記 録 及 び 支 援 実 施 後 の 評 価

を 行 う た め ， 支 援 計 画 に 対 す る 評 価 書 を 作 成 す る と と も に ， 自 立

相 談 支 援 機 関 へ の 報 告 を 行 う 。  

（ 支 援 の 終 了 等 ）  



第 １ ０ 条  支 援 終 了 時 に は ， 家 計 改 善 支 援 員 は 対 象 者 に 支 援 の 振 り

返 り を 求 め る と と も に ， 評 価 書 に お け る 評 価 を 行 う も の と す る 。   

（ 実 施 状 況 の 報 告 ）  

第 １ １ 条  本 事 業 を 行 う 機 関 は ， 本 事 業 の 実 施 状 況 に 関 す る 報 告 を  

 １ 月 ご と に 行 う も の と す る 。  

（ 秘 密 の 保 持 ）  

第 １ ２ 条  本 事 業 に 従 事 す る 全 て の 関 係 人 は ， 個 人 の 人 権 を 尊 重 し

て 事 業 を 遂 行 す る と と と も に ， 本 事 業 に お い て 知 り 得 た 個 人 情 報

等 を 漏 ら し て は な ら な い 。 ま た ， 事 業 終 了 後 及 び そ の 職 を 退 い た

後 も 同 様 と す る 。  

（ 留 意 事 項 ）  

第 １ ３ 条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か ， 事 業 の 実 施 方 法 に つ い て

は ， 厚 生 労 働 省 の 定 め る 手 引 き 等 に よ る も の と す る 。  

（ 細 則 ）  

第 １ ４ 条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か ， 事 業 の 実 施 に つ い て 必 要

な 事 項 は ， 福 祉 事 務 所 長 が 別 に 定 め る 。  

付  則  

 こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ８ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   付  則  

 こ の 要 綱 は ， 平 成 ３ ０ 年 １ ０ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   付  則  

 こ の 要 綱 は ， 令 和 元 年 ８ 月 ２ １ 日 か ら 施 行 す る 。  


